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●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
状
況

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の

進
展
等
に
伴
っ
て
国
民
の
意
識
は
大
き

く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
労
働
時
間
の
短

縮
等
と
相
ま
っ
て
心
の
豊
か
さ
を
重
視

し
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
充
実
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は

じ
め
、
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
、

北
海
道
有
珠
山
噴
火
、
三
宅
島
火
山
活

動
、
鳥
取
西
部
地
震
な
ど
、
災
害
の
た

び
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
献

身
的
な
救
援
活
動
が
展
開
さ
れ
、
改
め

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重
要
性
や
意

義
が
国
民
に
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

企
業
・
労
働
組
合
・
生
協
・
農
協
な
ど

の
組
織
・
団
体
の
福
祉
活
動
へ
の
参
加

の
拡
大
や
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス(

家
事
援
助
や
介
護
等
の
地
域
の
生

活
支
援
を
展
開
す
る
住
民
参
加
に
よ
る
有

償
非
営
利
の
活
動)

な
ど
、
新
し
い
形

態
の
活
動
が
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
期
待
は
高
く
、
平
成
五
年
の
総
理
府

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
約
六
割
の
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
示
し
、

今
後
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
、
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

こ
と
が
な
い
理
由
と
し
て
は
、
①
適
当

な
活
動
の
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
、
②

活
動
に
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
、

③
活
動
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
身
に

つ
け
る
機
会
が
な
い
、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
参
加
を
阻
害
し
て
い
る

要
因
に
つ
い
て
所
要
の
対
応
が
図
ら
れ

れ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
は

さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る

た
め
の
基
本
的
な
方
針

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
厚
生

省
で
は
平
成
五
年
四
月
に
「
国
民
の
社

会
福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
参
加
の
促

進
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本

的
な
指
針
」
を
策
定
し
、
福
祉
活
動
の

担
い
手
の
自
主
性
、
自
発
性
を
最
大
限

尊
重
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
安
定
し
て

活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
基
盤
の
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
年
七
月
に
は
中
央
社
会
福
祉
審
議
会

地
域
福
祉
専
門
分
科
会
か
ら
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
中
長
期
的
な
振
興
方
策

に
つ
い
て
」の
意
見
具
申
が
提
出
さ
れ
、

「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で

も
」「
気
軽
に
」「
楽
し
く
」
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
本
格
的
な
枠
組

み
づ
く
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興

に
向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、

そ
の
上
で
振
興
に
当
た
っ
て
の
重
点
課

題
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
指
針
、
意

見
具
申
に
基
づ
い
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
設
置
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
の
助
成
な
ど
を
通
じ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
盤
整
備
を
行
い
、

活
動
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
全
国
、

都
道
府
県
・
指
定
都
市
、
市
区
町
村
の

三
段
階
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
地
域
の

実
情
に
即
し
た
事
業
を
行
い
な
が
ら
、

相
互
に
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ

ン
タ
ー

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に
昭
和
五
十

二
年
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
全
国
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
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■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支
援
し
基
盤
整
備
を
進
め
る

●
厚
生
省
の
取
組
●
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て
は
、
全
国
規
模
で
の
福
祉
意
識
の
高

揚
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
、
市
区
町

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実
・

強
化
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
国
民
会
議
の
開
催
や
情
報
誌
の
発

行
等
の
広
報
・
啓
発
活
動
事
業
、
全
国

的
な
調
査
や
情
報
誌
の
発
行
を
行
う
情

報
提
供
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
中
核
的
な
職
員
の
育
成
を
図
る
養

成
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
都
道
府
県
・
指
定
都
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
社
会

奉
仕
活
動
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
平
成
六
年
度
に
都

道
府
県
・
指
定
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
し
て
改
組
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
都
道
府

県
域
で
の
広
域
的
な
課
題
へ
の
対
応
、

市
区
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
力
校
の
指
定
や
小
・
中
・
高
校
生
が

社
会
福
祉
施
設
で
介
護
・
交
流
の
体
験

を
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
社
会
福
祉
へ

の
関
心
を
高
め
る
福
祉
教
育
推
進
事

業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
・
相
談
・
助
言

等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
育
成
を
図
る
養
成
・
研
修
事

業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
末
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
力
校
は
全
国
で
約
一
万
六
千
校
が

指
定
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
全
国
で
約
三
千
人
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
二
年

度
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

組
織
基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

等
の
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
組
織
化

等
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
市
区
町
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い

て
も
、
平
成
六
年
度
か
ら
市
区
町
村
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
最
も
身
近
な
立
場

か
ら
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
開
拓
や
活
動
に

当
た
っ
て
の
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

誌
発
行
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相

談
・
登
録
あ
っ
せ
ん
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
入
門
講
座
開
催
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
連
絡
会
議
や
実
践
講
座
を
開
催
す

る
、
福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促

進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
施
策

厚
生
省
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
平
成
元
年
度
か
ら
は
、
福
祉
分
野

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
永
年
率
先

し
て
実
践
又
は
支
援
し
て
い
る
個
人
、

団
体
・
グ
ル
ー
プ
、
学
校
で
、
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
な
者
に
対
し
、
厚
生
大

臣
表
彰
、
感
謝
状
の
授
与
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
十
二
年
度
は
二
百
六
人
（
団

体
・
校
）
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
の
あ
る
人
々
や
日
ご
ろ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
て
い
る
人
々

が
集
い
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
全
国
の
各
地
域
で
一

層
盛
ん
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
四
年
度
か
ら
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
二
年
度
は
徳
島
県
に
お
い

て
約
十
万
人
の
参
加
者
を
集
め
て
開
催

さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
な
ど

が
行
わ
れ
て
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
が

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」

で
あ
る
平
成
十
三
年
度
は
神
奈
川
県
で

開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

に
向
け
て

現
在
、
全
国
の
都
道
府
県
・
指
定
都

市
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
把

握
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
人

数
は
約
六
百
九
十
六
万
人
と
な
り
、
昭

和
五
十
五
年
と
比
べ
、
二
十
年
間
で
約

四
・
三
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。国
民
の
福

祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
増
大
化
す
る
中

で
活
力
あ
る
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
く

た
め
に
は
、
各
種
の
公
的
施
策
の
充
実

と
相
ま
っ
て
地
域
住
民
の
自
発
的
な
福

祉
活
動
へ
の
参
加
に
よ
り
、
福
祉
に
厚

み
と
柔
軟
性
を
増
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
は

今
後
も
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。
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